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南海の小スンダ列島に地質と金鉱を探る

村岡洋文(地殻熱都)
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インドネシアの南縁には,インドｰオｰストラリア･

プレｰトの北方への沈み込みにより,東西5,O00㎞にわ

たって火山帯が発達している(第1図)｡ここはアンデス

山脈にも匹敵する観模をもち,4つのプレｰト境界が会

合するため,複雑た発達史をもっている｡この火山帯の

西側には,巨大た火山構造性陥没帯のトバ湖や1883年に

火砕流噴出と陥没とを起こしたクラカタウカルデラな

ど,著名た火山がある｡しかし,火山帯の東側では離島

や過疎といった地理的条件から,名前さえ不明確た火山

が少たくない｡

地質調査所の“アセアンリモｰトセンシング"研究グ

ルｰプは科学技術庁の御支援のもとに,インドネシア国

立地質工学研究開発センタｰと共同研究を行った｡研究

の目的は,衛星リモｰトセンシングをアセアン諸国の熱

帯地域に適用して,非再生資源を探ることであった｡非

再生資源にも色々あるが,これについては主として,金

属鉱床ということにたった｡また,重点的た調査地域

には,インドネツア東部の小スンダ列島のロソブレソ島

が採り上げられた｡筆者は3年の計画年度のうち,2年

度目と3年度目の2回インドネシアを訪間し,現地を調

査した｡2年度目は1987年10月5目から10月17目まで宮

崎芳徳氏とともに,3年度目は1988年10月24目から11月

5日まで古宇田嘉一氏とともに訪間した｡

この研究について,本特集号では古宇田･津両氏によ

りプロジェクトの概要が,古宇田氏により資源について

の概要が,また,宮崎氏により現地調査の経過が記述さ

れている｡筆者は金鉱床を胚胎したロソブレソ島の地質

やさらに広域の地質に焦点を当ててみたい｡

たお,本研究は,インドネシア国立地質工学研究開発

センタｰの御支援なしには実行不可能であった｡ここ

に,同センタｰのスパルカ所長,ヘフワット元所長,ス

イジャソト部長,カルタディレジャ氏,アルサディ氏,

スハリオノ氏に記してお礼申し上げる｡現地で苦楽をと

もにした古字田亮一氏,宮崎芳徳氏,および貴重た写真

を提供していただいた石油資源㈱の柳本裕氏にも心から

お礼申し上げる｡

衛星リモｰトセンシングの適用条件

地球上には,地質調査の洗礼を受けていたい地域が,
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火山性(背弧側)小スンダ･バンダ弧轡

非火山性(前弧側)小スンダ･バンダ弧衝突帯⑱

第1図インドネシア周辺の位置図(Mi1somandAud1ey-Char1es,1986より改変)｡
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第2図ロソブレソ島第一の集落Lewo1ebaの漁村風景と筆者

第3図Lewo1ebaの空港と軽飛行機

広範に残されている｡今後,大量の地下資源を発見する

余地があるのは,このようた地域であろう｡ところで･

従来の探査では,このようた地域でも,いきたり現地の

広域概査から始めるのが常であった｡このため,多大の

時問的･経済的リスクを回避できたかった｡しかし,近

年の地球観測衛星センサの飛躍的た進歩は,地下資源探

査の概念を変革しつつある｡今日では,地球上のあらゆ

る地域で,高分解能かつ多波長帯域の画像情報を取得で

きる｡それは,対象地域の地質学的資料が乏しければ乏

しいほど,付加価値の高い情報をもたらすことになる｡今

日では衛星画像情報による広域概査が可能たのである｡

本研究の重点的た研究対象地域は,小スンダ列島の回

ソブレソ島である｡この選択(小スンダ列島)は,当初,

インドネシア側の要請から出たものであった｡すたわ

ち,インドネシア西部には産業が発達し,人口も多いの

に対して,インドネシア東都には産業が乏しく,過疎地

域が多い｡インドネシア東部のこの状況を改善すること

は国家的た政策課題であり,地下資源開発の努力もその

一環という訳である｡しかし,ロソブレソ島のようだ地

理的条件の地域が採り上げられたことは,結果的に,衛星

第4図低空よりみたWatuipetカルデラの地形的カルデラ縁

リモｰトセンシングにとって幸運であったといえよう｡

ロソブレソ島は,小スンダ列島の中央に位置してい

る｡島の大きさは長軸が85㎞ほどで,沖縄島よりやや

小さい｡ロソブレソ島には5万人ほどの人六が住んでい

るが,焼畑農業や漁業が主体で,さしたる産業はみられ

たい(第2図)｡人口の多いインドネシア西部からの交通

も,大変不便である｡たとえば,私たちがバソドソから

ロソブレソ島へ乗り込む際は,チモｰル島のクパンで1

泊する必要があり,2冒行程を要した｡しかも,クパン

ｰロソブレソ島問は,月･水･金の各曜目に軽飛行機

(第3図)が運航されるのみである｡宮崎氏とロソブレソ

島に行った時たと,島を去るはずの日に,突然,軽飛行

機欠航の知らせが届いた｡これは,2日間の遅れを意味

し,日本への帰国予定目に帰国できないことを意味し

た｡もちろん,日本との電話交信もできたい｡幸いこの

時は,諦めの境地に達しかけた頃に,再び運航の知らせ

が届いて,何とか事なきを得た｡このようた遠隔の地で

あるから,地質学的資料はもとより,地形図も十分に揃

っていたい｡最も大縮尺の10万分の1地形図は,1911年

にオランダが作成したものである｡その時代から,精度

は推して知る由である｡現地調査でも結局,衛星画像を

地形図代わりに用いた｡ロソブレソ島では,まさに衛星

画像の付加価値が絶大なのである｡加えて,ロソブレソ

島は海洋性の気候に支配されるため,西方のジャワ島た

どに比べて植生が薄くサバンナ的である(第4図)｡これ

は,地質リモｰトセンシングにとって,好適た条件であ

る｡もし,これが熱帯雨林地帯のジャングルであったた

らぼ,地質リモｰトセンシングの適用性は,かなり厳し

くなったはずである｡

衛星リモｰトセンシングの概要

小スンダ列島の探査は,まず,LandsatMSS画像を

地質ニュｰス423号�
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策5図フロｰレスｰバソタルｰセグメントのLandsatMSS画1象(3ツｰ:■)｡スケｰル･方位は第6図参照｡
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第6図フロｰレスｰバソタルｰセグメントのMSS画劇こみられるエシェ目ソ状の背斜列(火山島列)｡

丸に太線は,火口列(白丸)および鉱脈(黒丸)の方向｡大きな矢印は,想定される勇断応力｡

取得することから着手した｡MSS画像は広域をカバｰ

できる利点があり,これによって,小スンダ列島の広域

地質を検討した(第5図)｡MSS画像から,かたり乱暴

に大局的た地質構造を判読すると,第6図のようにな

る｡すたわち,フロｰレス島からパンタル島付近にかけ

て,欠きたエシェロン状の構造が認められる｡このエシ

ェロン状構造の要素は,北東一南西方向に延びた地形的

た高まりであり,たとえば,ロソブレソ島のように,し

ばしば,島それ自体がその要素をだしている｡この地形

的な高まりは,若い火山の集中的分布や,その基底の背

斜によって生じているようにみえる｡全く類似した例と

しては,十勝岳付近から東方の千島列島を挙げることが

できる｡エシェロン状構造の成因については後述する｡

ロソブレソ島のMSS画像(第7図)からは,若い火山

体と,その下位の開析された火山岩分布域とが区分され

る(第8図)｡とくに,注目されるのはロソブレソ島の中

1989年11月号

央よりやや西の位置に,東西5㎞,南北4止mのカノレデ

ラ地形が認められることである｡これはかたり開析され

ているが,カルデラ周辺の広い範囲に火砕流台地をもっ

ている｡この地域の入手し得る最も詳細た地質図は,25

万分の1地質図であるが,それにはこのカルデラは表現'

されていたい(KoesoemadinataandNoya,1983)｡ここ

では盆状地彩内の地名をとってWatuipetカルデラと呼

ぶことにしよう｡その地形的カルデラ縁は,幸運にも,

一度欠航とだったはずの軽飛行機上から観察することが

できた(第4図)｡

次に,SPOT画像を取得しSPOT画像の高い分解能

と立体視の利点を活かして,地形を判読L,地質単元を

詳細に区分した｡SPOT画像についてはロソブレソ島の

主要部分に関して,ステレオペア画像を取得することが

できた(表紙)｡その立体視は,地質情報の判読にきわめ

て有用であった｡対象地域は赤道に近い低緯度地域であ�
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第7図ロソブレソ島のLandsatMSS画像｡スケｰル･方位は第8図参照｡
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第8図ロソブレソ島のMSS画嬢にみられる火山分布の概略｡

るから陰影効果が弱く,単一の画像のみでは平滑感の強

い画像にならざるを得たい｡立体視の機能は,このよう

に従来から赤道地域の画劇こつきまとっていた欠点を,

根本的に克服するという点からも注目される｡これによ

って地質単元を多数区分でき,地質図に肉薄するマップ

を作成することができた(第9図)｡現世の活火岬こ関し

ては,SPOT画像の立体視により,溶岩流,溶岩堤防,

岩屑流だとの微細地形を判読することができた｡中でも

注目されるのは1911年の地形図に載っていない,若いス

コリア丘が判読されることである｡

その結果,ロソブレソ島が比較的若い火山岩からたる

火山島であること,火山岩はその火山地形から大部分が

地質ニュｰス423号�
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第9図ロソブレソ島のSPOT画像立体視による地質区分図(表紙参照)｡

安山岩ないし玄武岩からたること,しかし,若干の珪長

質火山中心が存在すること,たどを推定した｡また,ロ

ソブレソ島中央の北東寄りの部分が隆起や削剥の中心で

あり,この部分に最も下位の火山岩が露出することを推

定した(第9図)｡一般に浅熱水性鉱床が,表層の酸化帯

のやや深い所に生じることからすれぱ,このようた地域

に鉱床の露出が期待されよう｡というよりもむしろ,ロ

ソブレソ島のように若い火山島では,浸食･削剥されて

地下構造が露出した地域がきわめて少なく,浅熱水性鉱

床の探査候補地点は必然的に,そのようた地域に限定さ

れるのである｡このように,衛星画像情報にもとづき,

事実上の広域概査を行い,現地調査のタｰゲットを絞り

込んだ｡リモｰトセンシング技術による画像解析で,従

来の不確かた地形図や地質図が,科学的議論の対象にた

りうる精密地質判読図に交替できたことは,画期的とい

い得よう｡

ロンブレン島の地質

ロソブレソ島の現地調査は2年度にわたり,2回実施

した｡2回とも,インドネシア滞在は2週間ほどであっ

た｡しかし,前述のように,ロソブレソ島への交通手段

の制約のため,ロソブレソ島での滞在はそれぞれ5目問

1989年11月号

で,正味の調査日数はそれぞれ4日間であった｡つま

り,2年度分を合せても,計8日間の現地調査を行った

にすぎ放い｡短期間であったこと,遠隔の地であったこ

と,そして,既存資料が少たかったことたどから現地調

査は半ほ探検的であったといえよう｡

現地調査により,ロソブレソ島は基本的に火山岩から

たるという事実が確認された｡凝灰岩を別にすれば,堆

積岩はわずかに,礁性石灰岩と砂岩を伴うのみである｡

礁性石灰岩は古いものはど高位の海岸段丘をだし,この

島の隆起が継続していることを示している｡たお,この

ような礁性石灰岩とその隆起傾向は小スンダ列島全般に

共通している｡

前述のWatuipetカルデラは,その地形の開析程度が

東北目本弧の碇ケ関カルデラ(村岡ほか,1983;村岡･高

倉,1988)によく似ている｡しかし,両者の類似点はそ

れだけに留まらたい｡Watuipetカルデラの周辺にみら

れる火砕流堆積物は,碇ケ関カルデラの虹貝凝灰岩(い

わゆる遠部層)に酷似した,石質岩片に富む海底火砕流

堆積物たのである(第10図)｡わずかに見出されるその溶

結凝灰岩を化学分析した結果では,Si02が65wt劣ほど

のデイサイトであり,ソレアイト岩系を示す｡この岩石

をK-Ar年代測定した結果では,2.20±0.50Maであり,

この点でも碇ケ関カルデラの虻貝凝灰岩の年齢に近く,�
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第10図地形的カルデラ縁近傍の火砕流堆積物｡多量の安山岩

巨礫を含んでいる｡

第11図Lewoto1o火山の遠景｡よくみえないが,山頂には噴

気活動がある｡

地形開析程度からの定性的判断と調和する｡

火山岩では,安山岩溶岩が最も卓越し,地形的に開析

されたものから,Lewotoエ｡火山だと現世の活火山を構

成するものまでみられる(第11図)｡比較的開析された地

形の安山岩溶岩2個についてK-Ar年代測定した結果,

1.72土O.28Maと2.24土O.18Maであった｡この結果

からみると,比較的古い火山岩でも鮮新世であり,本島

に中新世の火山岩が露出する可能性は,小さいようにみ

える｡また,化学分析の結果からは,地形的に開析され

た安山岩溶岩がショウツヨナイト質のアルカリ岩系であ

るのに対して,現世の火山の安山岩溶岩がカルクアルカ

リ岩系であることが判明している｡

恋お,前述の,ロソブレソ島中央北東寄りの探査対象

域も,これらの開析された鮮新世の安山岩分布域であ

る｡現地調査では,タｰゲット地点に期待通り,いくつ

かの変質帯や鉱化帯とともに,北北西一南南東の方向に

発達する石英脈や重晶石脈を見出すことができた｡石英

脈(第12図)より採取したいくつかの試料から,最高687

第12図会を含有する石英脈｡

ppmの金が分析され,そのほかに銀,銅,鉛,亜鉛など

を含むことも判明した｡金鉱床の規模についてはさらに

調査が必要そある｡しかし,地質学的庸報の乏しい遠隔

の地に,わずか8目問の現地調査で金鉱化域を発見した

ことは,探査概念それ自体の成功を意味しており,衛星

リモｰトセンシングの有用性を如実に実証したものとい

えよう｡

広域テクト;クス

ロソブレソ島周辺の,広域テクトニクスを眺めてみよ

う｡インドネシアたいしインドネシア東部のテクトニク

スについては,Hami1ton(エ979),Bowineta11(1980),

NishimuraandSuparka(1986)だとの研究を始め,

多数の研究がある｡インドネツア南縁には,東西5,000

㎞にわたって火山帯が発達している(第1図)｡このう

ち,スマトラ島からスンバワ島までの西半分の火山帯

は,海洋プレｰトが大陸プレｰト下に沈み込んでおり,

活動的大陸縁である｡この部分の火山帯は海中にあっ

て,みかげ上,島弧gようにみえる｡しかし,実際には

その背弧側にインドシナ半島やボルネオ島を含む広範た

大陸地殻が発達している｡スマトラ島やジャワ島は地球

科学的には島弧ではなくて,活動的大陸縁なのである｡

もっとも島弧と活動的大陸縁とをあまり厳密に使い分け

ると,西南目本弧の一都が活動的大陸縁となったりして,

煩雑にすぎるかもしれない｡これに対して,フロｰレス

島からバンダ弧までの東半分の火山帯は狭義の島弧とい

うことにたる｡しかし,ここにはもっとユニｰクた状況

地質ニュｰス423号�
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源開発株式会杜の柳本裕氏の御好意による)｡

がある｡オｰストラリア大陸プレｰトが海洋プレｰト下

に沈み込んでいるのである｡この部分の火山弧は,比較

的未成熟た火山弧からたり,その前弧側にはチモｰル島

だとメランジュを特徴とする非火山性の島弧が発達して

いる｡ロソブレソ島は,この未成熟た火山弧の中に位置

している｡

小スンダ弧は,いつ頃から,どのようにして,形成さ

れたのであろうか｡小スンダ弧の形成にはオｰストラリ

ア大陸の衝突が重要な役割を果たしているらしい｡たと

えば,Hami1ton(1979)は,小スンダ弧の前弧を,古生代

前期から中新世前期までの,オｰストラリア大陸周辺の

地層を不規則に含む,第三紀のメランジュ帯として位置

づけている｡それでは,オｰストラリア大陸プレｰトは,

いつ頃から衝突を開始Lたのであろうか｡Mi1somand

Aud1ey-Char1es(1986)は小スンダ弧の前弧の層序か

ら,中新世中期たいし鮮新世中期頃にオｰストラリア大

陸の衝突が始まったと推定した｡Bowineta1.(1980)

は,チモｰルトラフの北方への変形量とオｰストラリア

大陸の現在のプレｰト収束速度とから,小スンダ弧への

オｰストラリア大陸の衝突が約3Ma前に始まったと推

定した｡

小スンダ弧を解釈する上で,少たいたがら,本研究で

得た年代測定資料は貴重である｡というのは,3つの

K-Ar年代測定結果は,おそらくロソブレソ島における

初めての放射年代資料と思われるからである｡ところで

上述のK-Ar年代を測定した3つの火山岩がいずれも

2.2Maに近い値を与えたことは注目すべきであろう｡こ

れらの火山岩は,ロソブレソ島の火山岩の中では,比較

的古いと推定された単元から採取したものである｡した

がって,これら火山岩の年代は,ロソブレソ島に,2.2

Ma前後より古い火山岩が,広範に露出することはあり

1989年11月号

そうもたいこと,そして,2.2Ma前後およびそれ以降

の火山岩が卓越することを示している｡そして,2.2Ma

前後から活発にたった火山活動こそは,Bowineta1.

(1980)が推定したように,約3Ma前に始まった小スン

ダ弧へのオｰストラリア大陸の衝突の開始を反映Lてい

るのであろう｡2.2Ma前後の2つの安山岩溶岩は,前述

のように,ショウショナイト質のアルカリ岩系であり,

そのマグマの生成には,ある程度,大陸地殻物質が寄与

したことグ考えられる(Whe11eretal､,1987)｡

ところで,第5図の画像を詳細にみると,フロｰレス

島からパンタル島にかけて,噴火口の配列,側火山の配

列,岩脈たどを判読できる｡その一例を第13図及び第14

図に示す｡それらは系統的に,N20.W前後の走向を示

す｡また,ロソブレソ島では石英脈や重晶石脈もN20.W

前後の走向を示す｡これらも第6図に示している｡中村

(1969)の岩脈説たどから,これは,フロｰレスｰバソ

タノレセグメントにN20.W前後の水平最大圧縮主応力が

作用していることの現われとみたされる｡その方位はオ

ｰストラリア大陸プレｰトの,相対的た沈み込みの方位

とみても差し支えたいであろう｡インドｰオｰストラリ

アプレｰトとユｰラシアプレｰトの回転極から求めた,

プレｰトの相対運動の方位は,NNEであり,これが従

来,この地域で考えられた沈み込みの方位であった｡し

かし,NishimuraandSuparka(1986)も,地震デｰ

タの解釈から,NNWが沈み込みの方位として妥当なこ

とを指摘している｡このことからみると,フロｰレスｰ

バソタノレセグメントの火山弧に,エシェロン状の背斜列

(火山島列)が発達している理由は,第6図のように表

されるかもしれない｡すたわち,オｰストラリア大陸プ

レｰトのN20.Wの方位への,斜め沈み込みによって,

この火山弧では,弧の方向に沿って,右横ずれセンスの

勇断応力が働き,その結果として,右横ずれセンスのエ

シニロソ状の背斜列(火山島列)が発達したのであろう｡

あとがき

r地質調査所が,インドネシア国立地質工学研究開発

センタｰと共同しつつ,衛星リモｰトセンシングを利用

して,インドネシア東部のロソブレソ島に金鉱床を発見

した｡』｡最近,新聞紙上やその他のマスメディアを通じ

て,この種の報道がたされた｡その発端は,筆者もその

末席を汚した記者会見にあった｡しかし,その後この報

道は,国際的に波及したらしい｡たとえば,あるインド

ネシアのリモｰトセソツソグ研究者は,インドネシアの

一般の雑誌の申でこの記事をみたという｡筆者が現在滞

在中のニュｰジｰランドでも,この記事が新聞に載った�
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村岡洋文

らしい｡それには欠きた誤謬が含まれていて,融けたマ

グマから金が発見されたと書かれていたそうである｡タ

ウポ的た誤謬である｡これは,いささか極端た例として

も,報道の内容が次第に短絡的どたり『人工衛星から金

を発見Lた』といったニュアンスに変わりがちであった

ことは歪めたい｡

今回の探査では,地質資料の乏しい地域から,ごく短

期間の調査で,合金鉱脈をみつげることができた｡その

結果がハッピｰであったために,そのツナリオを美化し

てみせることは容易である｡しかし,今回の結果には,

本来のシナリオ以上の焼倖もあったにちがいたい｡ま

た,短期問のフィｰルドワｰクたがら,猛暑との戦いや

アクセスの困難さだと,それなりの苦労もあった｡それ

ほど,スマｰトに行くはずもたい｡

ただ,今回の経験を通じて,一つだけ強調できること

がある｡それは,衛星リモｰトセソツソグと未調査地域

の組合せがいかに相乗的た探査効果を約束するかという

点である｡この点だけは,強調し過ぎることはたいであ

ろう｡そして,この相乗的た組合せの方向は国際研究協

力の方向と軌を一にしているようにみえる｡
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最近中国で発見された新鉱床

岸本文男(元所員)

�浩����　

謂鳳池師建国(中国地質報1989･2･6)

塩源地区で犬型珪;百鉱床を発見

四川省の撃西(撃枝花一面昌)地質第4大隊は,麗源地

区で大型珪石鉱床を発見した｡この鉱床は震旦系の地層

中に賦存し,堆積石英砂型の珪石鉱床に属し,規模が大

きく,採掘しやすい｡採取試料の化学分析の結果による

と,SiO｡品位は97劣以上で,不純物と有害成分が工業

観格値を越えていたい｡エレクトロニクスおよびガラス

工業が求めている高級珪石の原料資源にたり,経済価値

が比較的高い｡

陳世勤(中国地質報1988･7･1)

河南省で探査･確認された大型金鉱床

河南省地質鉱産局の一地質調査隊は,最近,河南省洛

寧県で大型金鉱床を探査し,その全体像をほぼ明らかに

した｡この鉱量は今正に建設されようとしている選鉱所

の稼働を46年間支えることが可能である｡

この鉱床は1981年に発見され,1983年から試錐精査だ

と詳しい探鉱が開始され,以来6年を経過,投じられた

地質調査･探鉱費は1,838万元に及んだ｡この鉱床は構

造一変質岩型金鉱床で,この発見は河南省西部地域にお

ける構造一変質岩型金鉱床の探査に探査指標を提供して

くれた｡現在すでに,同じ地層中で多くの露頭や鉱徴が

発見されている｡

黄現明(中国地質報1989.1.2)

雲南省地質鉱産局超大型珪灰宿鉱床を発見

雲南省地質鉱産局第4地質大隊は騰沖県白石地区で,

超大型珪灰石鉱床を発見した｡差し当たっての推算によ

ると,この鉱床は鉱量が1億tを越え,500万tを大型

鉱床とする世界の一般的た標準からみると,20もの大型

鉱床に相当し,現在のところ世界最大の珪灰石鉱床と言

える｡

この鉱床は上記地質大隊が錫鉱床を調査している時に

発見したもので,鉱体の分布範囲は2.2㎞ユ2に達し,す

でに7鉱体の鉱画が画き出され,その中で規模が最大の

ものは鉱体の延長が2,000mを越え,厚さが22-47mで,

その珪灰石含有率は平均して56.6省,鉱石のSiO･含有

率は53.68%,CaOが40.29形,Fe.O冒が0.55%,白度

が90房よりも大きい｡鉱石の70形が採掘･選鉱でき,品

質は多くが一級品である｡
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珪灰石は,新タイプの省エネルギｰ型陶磁器原料であ

る｡珪灰石を使って配合陶磁器粘土を作れば,陶磁器の

焼成温度を大きく下げることができ,焼成時間をかなり

短縮することができる｡すたわち,焼成温度の降下は

300℃前後に及び,焼成時間は20時間から4-5時間に短

縮できる｡統計によると,珪灰石を使用して作った配合

陶磁器粘土は燃料を60名前後節約することができ,Lか

も陶磁器の品質を高めることができる｡したがって,陶

磁器工業が珪灰石を使用することは,きわめて欠きた意

義を備えている｡

そのほか,珪灰石はニス,ペイント,ゴム,製紙,ガ

ラス,廃水処理だとの分野での使用量も非常に多く,す

でに多くの工業部門の重要た原料となっている｡

王憲章(中国地質報1989･1･9)

広東省で中型船･亜鉛鉱床の発見･確認

広東省地質鉱産局756地質大隊から提出されたr広東

省龍門上倉鉛鉾詳蛮地質報告｣が最近,報告審査を通過

した｡その鉱量は中型規模で,鉛･亜鉛とも品位が高

い｡

この上倉鉛･亜鉛鉱床は広東省地質鉱産局703地質大

隊が発見し,756地質大隊の4年にわたる精査を経てカ

テゴリｰC+Dのバランスシｰト内鉱量が26万t(金属

量),その中の鉛金属量が3.9万t,亜鉛金属量が22.1

万tであることが明らかにたった｡そのほカ㍉銀,カド

ミウム(と硫化物の硫黄分)たどを随伴することも明らか

にされている｡

湯発龍(中国地質報1988･9･26)

徳興の大理柘

冶金部第一地質勘探公司の第2地質隊は,徳興県の大

理石が主として福泉山一帯の万村郷,黄柏郷明家などに

分布することを確認Lた｡その可採鉱量は5,000万m3,

地質鉱量は1.4億㎡に達する｡鉱体は多くが地表に露出

たいL地表近くに分布するため,露天掘りに適してい

る｡この大理石は品質が良く,種類も豊富で,主要なも

の(商品名)としては漢白玉,雪花白,状花青,木紋灰,

駝灰,雲灰,海浪,雪景,奴油紅,焉璃紅,黛玉,銀

晶,墨玉などがあり,色も紅,黒,白,灰などさまざま

で,色調･光沢度ともすばらしい｡

張小平(中国地質報1989･1･2)�


